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【目標達成計画】
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注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

月例全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞにて再度理念
と地域交流の強化について話
し合いをし、理念に「地域生
活の継続と地域社会との関係
強化」をうたい、継続して実
践していく。

話合いについ
ては2ヶ月。地
域社会との交
流強化につい
ては1ヵ年。

宮城消防署に避難訓練の実施
報告を提出し、実施して近隣
住民代表や消防署員の運営推
進会議の参加を求め意見や助
言を戴く。

介助スタッフ全体で指針
について話合い指針を作
成し周知する。

運営推進会議の定期開催
と参加を促す内容に活動
報告を出し、会報的にし
ていく。
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避難訓練を年に一回しか
実施していない。また近
隣住民の理解と参加を呼
びかけていない。

避難訓練は年2回以上
（夜間想定）実施し、近
隣住民の理解と協力を求
める。

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ内での看取り
の方針を確立していな
い。

運営推進会議の開催が年
4回にとどまっており、
開催の際に外部評価など
の報告も生かされていな
い。

看取りに関する指針・家
族の同意書や終末期ケア
における確認事項を確定
させる。

年6回以上の開催をし、仙台
市・宮城県の指導や研修報告
も取り入れる。また近隣小中
学校にも案内を出し参加を求
める。

理念の共有と実践に関して毎
年検討・見直しを行っていな
い。また、地域生活の継続と
地域社会との関係の強化をう
たっていない。

理念の共有と実践に関し、毎
年検討・見直しをし、地域と
の関係強化を目指す。
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